























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































陶穀 903 ～ 970年 『清異録・錦地甌』 鷓鴣斑
蔡襄 1012 ～ 1067年 『茶録・器論・茶盞』 紺黒紋如兎毫
蘇東坡 1037 ～ 1101年 『送南屏謙詩』 兎毫斑
黄山谷 1045 ～ 1105年
『西江月・茶』 兎褐金糸宝椀
『満庭芳・茶』 金縷鷓鴣斑
恵洪 1071 ～ 1128年 題名不詳 鷓鴣斑
趙佶 1082 ～ 1135年 『大観茶論』
盞色貴青黒、玉毫条
達者為上
楊万里 1127 ～ 1206年
『以六一泉煮双井茶』 兎毫霜
『陳蹇叔郎中出閩漕・別送新茶』 鷓鴣碗　兎毫甌













































































































1394 ～ 1428年 『桂川地蔵記』 容変
1394 ～ 1428年 『禅林小歌』 曜卞光ヲ持チ毒ヲ謝ス
1397 ～ 1471年 『能阿弥相伝集』 曜変
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惣領氏名 惣領の番入先 当主氏名 当主役職 当主の布衣役就任年月日
松平正命 書院番 松平正常 大目付 元禄14（1701）12/15　小性組組頭
建部広喜 書院番 建部広明 鑓奉行 宝永1（1704）―/―　西丸小性
土屋縄直 書院番 土屋茂直 鑓奉行 元禄10（1697）7/18　徒頭
朽木尹綱 小性組 朽木貞盛 鑓奉行 宝永4（1707）1/11　徒頭
鈴木英政 書院番 鈴木直武 普請奉行 宝永2（1705）1/11　目付
加藤明義 書院番 加藤明教 小普請奉行 元禄16（1703）11/15　徒頭
小幡直好 小性組 小幡直昌 京都町奉行 元禄10（1697）2/23　小納戸
本多栄文 小性組 本多直上 仙洞附 宝永5（1708）7/1　徒頭
細井安定 小性組 細井定明 奈良奉行 宝永1（1704）12/22　小納戸
大久保忠真 小性組 大久保忠義 仙洞附 宝永5（1708）7/25　使番
小幡直好 小性組 小幡直昌 駿府町奉行 元禄10（1697）2/23　小納戸
松平乗重 書院番 松平直由 西丸留守居 元禄5（1692）6/27　書院番組頭
松平政尹 書院番 松平政穀 佐渡奉行 元禄11（1698）8/21　小納戸
曽我善祐 小性組 曽我長祐 小普請組支配 正徳2（1712）6/25　使番
窪田安永 小性組 窪田忠任 佐渡奉行 宝永5（1708）5/1　西丸小納戸
榊原忠久 書院番 榊原忠知 新番頭 元禄13（1700）10/15　使番
杉浦貞隣 書院番 杉浦貞宜 西丸新番頭 元禄16（1703）1/15　小十人頭
建部広長 書院番 建部広次 先手弓頭 宝永1（1704）12/12　西丸桐間番組頭
平岩親照 書院番 平岩親賢 西丸新番頭 享保2（1717）1/28　使番
朝倉孝知 書院番 朝倉景孝 先手弓頭 元禄6（1693）2/11　小納戸
堀田通矩 書院番 堀田通右 先手弓頭 元禄10（1697）9/15　小十人頭
日根野弘恒 小性組 日根野弘長 先手弓頭 宝永4（1707）8/28　徒頭
松田勝説 小性組 松田勝広 持筒頭 元禄3（1690）8/27　使番
伏屋為勝 小性組 伏屋為貞 西丸先手弓頭 元禄7（1694）9/18　小納戸
筒井義武 小性組 筒井義勝 西丸先手鉄炮頭 元禄10（1697）1/28　徒頭
梶正胤 書院番 梶正容 西丸先手鉄炮頭 宝永4（1707）1/11　使番
戸田直清 書院番 戸田直供 西丸先手鉄炮頭 宝永1（1704）12/12　西丸桐間番組頭
牧野為成 書院番 牧野貴成 西丸先手鉄炮頭 元禄5（1692）6/27　徒頭
細井勝為 小性組 細井勝郷 西丸先手鉄炮頭 宝永6（1709）8/15　使番
金田正次 小性組 金田正在 西丸先手鉄炮頭 宝永7（1710）閏8/11　徒頭
赤井公寛 書院番 赤井盤公 西丸先手鉄炮頭 宝永4（1707）1/11　使番
末高政常 書院番 末高政峯 留守居番 宝永1（1704）12/12　西丸桐間番組頭
松平乗芳 書院番 松平乗有 目付 正徳3（1713）1/28　桐間番組頭
大嶋義勝 小性組 大嶋義浮 目付 元禄15（1702）2/28　小十人頭
筧正逸 小性組 筧正尹 目付 正徳1（1711）6/7　使番
中嶋正勝 小性組 中嶋尚正 小納戸 享保1（1716）6/25　小納戸
中條惟常 小性組 中條惟栄 小納戸 享保1（1716）6/25　小納戸
市川清就 小性組 市川清煕 西丸小納戸 享保1（1716）9/9　二丸小納戸
嶋崎忠要 小性組 嶋崎忠政 西丸小納戸 享保1（1716）9/9　二丸小納戸
桜井忠甫 小性組 桜井忠英 宗尹附近習 享保3（1718）6/4　浄円院用人
田付直政 小性組 田付直久 鉄炮方 宝永4（1707）1/11　鉄炮方
松平康平 書院番 松平康郷 西丸裏門番頭 正徳4（1714）6/28　西丸裏門番頭
瀬名義珍 書院番 瀬名貞隅 小十人頭 宝永4（1707）8/12　西丸桐間番組頭
斎藤忠旧 書院番 斎藤忠矩 小十人頭 正徳3（1713）閏5/11　納戸頭
石川某 書院番 石川乗繁 船手 正徳2（1712）10/3　船手
建部秀行 書院番 建部賢弘 二丸留守居 宝永6（1709）7/23　西丸小納戸
武嶋茂広 小性組 武嶋茂孫 納戸頭 正徳2（1712）12/9　納戸頭
渡辺充 書院番 渡辺盛 納戸頭 正徳4（1714）2/15　納戸頭
松平乗道 小性組 松平乗明 腰物奉行 宝永1（1704）2/14　小納戸















惣領氏名 惣領の番入先 当主氏名 当主役職 当主の布衣役就任年月日
坂部明之 小性組 坂部種之 月光院用人 正徳2（1712）5/15　広敷番頭





美濃部貞庸 小性組 美濃部貞休 養仙院用人 元禄13（1700）1/11　小納戸










































No. 惣領氏名 惣領の番入先 番入の理由 当主氏名 当主の所属する組 当主の番入年月日
1 深津正尚 書院番 武芸吟味 深津正房 小性組（滝川播磨守組） 宝永6（1709）4/6
2 諏訪正倫 西丸書院番 〃 諏訪正晴 〃 宝永6（1709）4/6
3 小倉正房 書院番 当主の勤務年数 小倉正矩 〃 元禄4（1691）12/2
4 服部保教 西丸書院番 武芸吟味 服部保昌 小性組（三浦玄蕃頭組） 元禄7（1694）10/28
5 近藤正利 書院番 〃 近藤正英 〃 正徳3（1713）5/18
6 三浦正経 〃 当主の勤務年数 三浦正良 〃 元禄6（1693）12/9
7 金田正弥 書院番 武芸吟味 金田正朝 小性組（松平下野守組） 宝永6（1709）2/21
8 竹田政行 〃 〃 竹田政就 〃 正徳3（1713）5/18
9 山本邑貞 〃 当主の勤務年数 山本邑旨 〃 元禄12（1699）11/25
10 嶋田直良 書院番 武芸吟味 嶋田直寛 小性組（阿部志摩守組） 宝永3（1706）7/21
11 諏訪頼純 〃 〃 諏訪頼定 〃 宝永1（1704）6/11
12 服部信隆 西丸書院番 当主の勤務年数 服部信解 〃 天和3（1683）閏5/21
13 中山時庸 書院番 武芸吟味 中山時富 小性組（水野河内守組） 享保7（1722）2/11
14 深津正峯 〃 〃 深津正照 〃 宝永5（1708）12/21
15 彦坂晴允 西丸書院番 当主の勤務年数 彦坂元晴 〃 天和3（1683）9/25
16 児玉直等 書院番 武芸吟味 児玉直正 小性組（青山丹後守組） 正徳3（1713）5/18
17 佐々正重 〃 〃 佐々成応 〃 宝永4（1707）11/18
18 加藤忠道 西丸書院番 当主の勤務年数 加藤忠政 〃 元禄8（1695）6/1
19 横山知盈 書院番 武芸吟味 横山元直 小性組（松平阿波守組） 宝永6（1709）4/6
20 深津政孟 〃 〃 深津正次 〃 正徳3（1713）5/18
21 山高信蔵 〃 当主の勤務年数 山高信礼 〃 元禄15（1702）12/21
22 堀長寛 書院番 武芸吟味 堀長恭 小性組（渋谷隠岐守組） 元禄15（1702）12/21
23 須田盛与 〃 〃 須田盛澄 〃 元禄11（1698）8/18
24 朝比奈勝乗 〃 当主の勤務年数 朝比奈勝盛 〃 天和3（1683）9/25
25 小長谷政芳 小性組 武芸吟味 小長谷友長 書院番（朽木信濃守組） 正徳2（1712）3/26
26 内藤種丈 〃 〃 内藤種元 〃 享保4（1719）10/18
27 天野雄好 〃 当主の勤務年数 天野雄良 〃 宝永6（1709）4/6
28 戸田政珍 小性組 武芸吟味 戸田政奉 書院番（大久保豊前守組）宝永6（1709）4/6
29 大河内忠恒 〃 〃 大河内忠政 〃 正徳3（1713）3/11
30 内藤政植 〃 当主の勤務年数 内藤信政 〃 天和1（1681）2/26
31 美濃部茂英 小性組 武芸吟味 美濃部茂孝 書院番（秋元隼人正組） 宝永2（1705）3/29
32 長谷川正直 〃 〃 長谷川正冬 〃 享保2（1717）3/18
33 福嶋正武 〃 当主の勤務年数 福嶋定正 〃 元禄13（1700）3/26
34 下曽根信一 小性組 武芸吟味 下曽根信如 書院番（水谷出羽守組） 宝永1（1704）6/11
35 川口長達 〃 〃 川口長英 〃 宝永1（1704）6/11
36 佐野某 〃 当主の勤務年数 佐野綱満 〃 元禄9（1696）7/5
37 鈴木政成 小性組 武芸吟味 鈴木祐政 書院番（久貝忠左衛門組）享保3（1718）3/16
38 酒依義武 〃 〃 酒依昌満 〃 享保4（1719）3/27
39 嶋津久荏 〃 当主の勤務年数 嶋津久周 〃 天和3（1683）9/25
40 田付景林 小性組 武芸吟味 田付景厖 書院番（金田周防守組） 享保4（1719）10/18






















42 天野成政 〃 当主の勤務年数 天野興政 〃 宝永1（1704）6/11
43 山本雅攄 小性組 武芸吟味 山本正延 書院番（高木伊勢守組） 宝永5（1708）3/25
44 松浦信秀 〃 〃 松浦信福 〃 享保3（1718）3/16
45 松崎忠富 〃 当主の勤務年数 松崎忠延 〃 元禄5（1692）3/18
46 松平親精 小性組 武芸吟味 松平堯親 書院番（戸田土佐守組） 享保1（1716）3/12
47 三田伴成 〃 〃 三田正寛 〃 宝永5（1708）3/25
48 津田信英 〃 当主の勤務年数 津田信成 〃 宝永1（1704）5/25
49 永田忠方 小性組 武芸吟味 永田嘉矩 西丸書院番（戸田若狭守組）正徳3（1713）5/18
50 松平近繁 〃 〃 松平近則 〃 享保6（1721）4/2
51 松下綱平 〃 当主の勤務年数 松下貫長 〃 宝永6（1709）2/21
52 松平康当 小性組 武芸吟味 松平康致 西丸書院番（藤堂肥後守組）元禄11（1698）2/5
53 坂部勝興 〃 〃 坂部勝元 〃 正徳3（1713）5/18
54 塚原昌博 〃 当主の勤務年数 塚原昌親 〃 元禄7（1694）11/21
55 徳永昌尚 小性組 武芸吟味 徳永昌英 西丸書院番（酒井豊前守組）元禄6（1693）12/9
56 西尾教安 〃 〃 西尾貞教 〃 宝永6（1709）2/21
57 御手洗正良 〃 当主の勤務年数 御手洗正矩 〃 天和3（1683）9/25
58 六郷政豊 小性組 武芸吟味 六郷政明 西丸書院番（酒井伯耆守組） 元禄8（1695）9/27
59 佐野仲行 〃 〃 佐野察行 〃 享保9（1724）10/9





























































































































































惣領氏名 惣領の番入先 当主氏名 当主役職 当主の布衣役就任年月日
松波正峯 西丸書院番 松波正春 勘定奉行 享保3（1718）閏10/19　徒頭
神谷久武 小性組 神谷久敬 勘定奉行 享保8（1723）5/4　勘定吟味役
石野範至 小性組 石野範種 勘定奉行 享保5（1720）1/11　使番
天野正興 書院番 天野昌孚 西丸鑓奉行 宝永2（1705）1/15　使番
木下信恭 小性組 木下信名 作事奉行 正徳2（1712）6/25　使番
水野忠上 西丸書院番 水野忠伸 普請奉行 享保8（1723）6/6　使番
山岡景之 小性組 山岡景久 小普請奉行 享保4（1719）1/11　小十人頭
石河某 小性組 石河政朝 小普請奉行 享保9（1724）2/15　徒頭
窪田忠一 小性組 窪田忠任 長崎奉行 享保5（1720）5/1　西丸小納戸
向井政強 西丸書院番 向井政暉 京都町奉行 享保4（1719）12/11　徒頭
松平忠刻 小性組 松平勘敬 大坂町奉行 正徳4（1714）3/1　大坂船手
松平忠英 小性組 松平忠一 禁裏附 正徳1（1711）6/7　使番
桑山元如 西丸書院番 桑山元武 禁裏附 宝永6（1709）12/27　小納戸
堀直与 小性組 堀直知 山田奉行 享保11（1726）7/25　小性組組頭
蜂屋貞聴 小性組 蜂屋貞廷 日光奉行 享保11（1726）7/1　徒頭
嶋正備 書院番 嶋政祥 駿府町奉行 享保2（1717）1/28　使番
有田基敦 西丸書院番 有田基建 宗武附用人 享保10（1725）7/11　宗武附近習
坪井長敦 書院番 坪井長記 宗武附用人 享保10（1725）7/11　宗武附近習
小笠原持賢 小性組 小笠原持広 先手弓頭 享保11（1726）2/3　徒頭
渡辺久敦 書院番 渡辺久盼 先手弓頭 享保10（1725）6/28　小十人頭
押田勝輝 西丸書院番 押田栄勝 先手弓頭 享保5（1720）3/21　小十人頭
石尾氏記 西丸書院番 石尾氏茂 先手弓頭 享保9（1724）10/9　書院番組頭
鳥居忠余 西丸書院番 鳥居成豊 先手鉄炮頭 宝永4（1707）8/12　使番
佐々木正敏 小性組 佐々木正庸 先手鉄炮頭 正徳2（1712）6/25　徒頭
高田政峯 書院番 高田政孝 先手鉄炮頭 正徳4（1714）1/11　徒頭
吉田盛美 西丸書院番 吉田盛封 先手鉄炮頭 正徳4（1714）3/15　徒頭
小川正倖 書院番 小川保関 先手鉄炮頭 享保7（1722）1/11　使番
市岡正峯 小性組 市岡正次 先手鉄炮頭 享保6（1721）1/11　小性組組頭
曽我祐弘 小性組 曽我助賢 先手鉄炮頭 享保3（1718）5/2　小十人頭
朝岡興戸 小性組 朝岡方喬 先手鉄炮頭 正徳5（1720）1/11　徒頭
戸田忠汎 小性組 戸田忠就 先手鉄炮頭 享保9（1724）12/15　書院番組頭
松平親元 書院番 松平親春 先手弓頭 正徳3（1713）2/29　桐間番組頭
池田政胤 書院番 池田政相 先手鉄炮頭 享保10（1725）6/28　小十人頭
小栗供忠 小性組 小栗忠親 西丸裏門番頭 享保10（1725）3/2　西丸裏門番頭
藤懸永房 小性組 藤懸永直 徒頭 享保9（1724）12/15　徒頭
川勝氏方 小性組 川勝氏令 徒頭 享保9（1724）8/5　徒頭
蜂屋貞恒 小性組 蜂屋可寛 西丸小十人頭 享保11（1726）1/28　西丸小十人頭
岩田俊式 西丸書院番 岩田定勝 小納戸 享保1（1716）6/25　小納戸
小笠原義章 西丸書院番 小笠原義峯 西丸小納戸 享保9（1724）12/11　二丸小納戸
玉虫茂雅 小性組 玉虫茂喜 留守居番 享保4（1719）7/7　京都代官
高山利雄 西丸書院番 高山記通 西丸目付 享保6（1721）5/20　徒頭
稲垣正喜 小性組 稲垣正武 小納戸 享保10（1725）12/1　小納戸
富松広儔 書院番 富松基春 西丸小納戸 享保1（1716）9/2　二丸小納戸
新見正仲 小性組 新見正員 船手 享保11（1726）11/28　船手
飯塚忠餘 書院番 飯塚昭之 二丸留守居 享保1（1716）9/9　小納戸
磯野政武 書院番 磯野政昉 小性 享保1（1716）6/25　小性



















惣領氏名 惣領の番入先 当主氏名 当主役職 当主の布衣役就任年月日
桜井信周 西丸書院番 桜井正充 天英院用人 正徳2（1712）6/16　小納戸
安藤信形 書院番 安藤信秀 月光院用人 享保9（1724）8/5　月光院用人
武川恒充 書院番 武川国隆 養仙院用人 享保17（1732）1/15　養仙院用人






















惣領氏名 惣領の番入先 当主氏名 当主の所属する組 当主の番入年月日
河野通賢 西丸書院番 河野通春 小性組（青山備後守組） 宝永2（1705）10/13
本多久時 書院番 本多久命 〃 宝永1（1704）6/11
千村某 書院番 千村政時 小性組（皆川山城守組） 享保3（1718）3/16
野々山兼有 西丸書院番 野々山元長 〃 宝永2（1705）10/13
片岡信允 西丸書院番 片岡和隆 小性組（神尾大和守組） 正徳3（1713）5/18
松田某 〃 松田某 〃 宝永1（1704）6/11
織田信允 書院番 織田長喬 小性組（松平豊前守組） 宝永1（1704）6/11
大河原信良 〃 大河原光良 〃 宝永6（1709）4/6
竹川明清 西丸書院番 竹川明苓 小性組（松平采女正組） 享保9（1724）10/9
鳥居信久 書院番 鳥居信安 〃 宝永2（1705）10/13
内藤正秀 書院番 内藤正統 小性組（佐野中兵衛尉組） 宝永6（1709）4/6
遠山兼忠 西丸書院番 遠山貫慶 〃 宝永6（1709）4/6
小花和成広 書院番 小花和成興 西丸小性組（丹羽五左衛門組） 正徳3（1713）5/18
松野親喜 西丸書院番 松野親移 〃 享保9（1724）10/9
水野忠祗 西丸書院番 水野忠福 西丸小性組（柴田但馬守組） 享保9（1724）10/9
朝比奈泰輝 書院番 朝比奈泰尚 〃 宝永4（1707）11/18
曽根長頭 書院番 曽根定信 西丸小性組（中根大隅守組） 享保3（1718）3/16
松平康敬 〃 松平康門 〃 元禄6（1693）12/9
瀧川一因 書院番 瀧川一？ 西丸小性組（松平備後守組） 宝永6（1709）4/6
小堀政明 〃 小堀政良 〃 享保3（1718）3/16
土岐頼門 小性組 土岐頼在 書院番（青山丹後守組） 享保3（1718）3/16
遠山景次 西丸小性組 遠山景信 〃 宝永6（1709）4/6
本多正尹 小性組 本多正孟 書院番（高力摂津守組） 正徳3（1713）3/11
土岐頼克 〃 土岐頼堅 〃 元禄14（1701）4/23
阿部正輔 小性組 阿部正敏 書院番（酒井越中守組） 享保2（1717）3/18
三枝国中 〃 三枝守景 〃 元禄11（1698）3/19
窪田正忠 小性組 窪田正勝 書院番（米津周防守組） 正徳3（1713）5/18
山本正守 〃 山本正仲 〃 宝永6（1709）4/6
大井昌克 小性組 大井昌全 書院番（戸田備後守組） 正徳3（1713）5/18
戸川安長 〃 戸川安通 〃 宝永1（1704）6/11
永井尚照 小性組 永井尚広 書院番（嶋津山城守組） 享保7（1722）3/28
神保長照 〃 神保長休 〃 宝永6（1709）4/6
松平正淳 小性組 松平正命 書院番（船越駿河守組） 享保12（1727）5/21
布施正久 西丸小性組 布施正隆 〃 宝永6（1709）4/6
上田貞朋 小性組 上田敬貞 書院番（大久保対馬守組） 享保1（1716）3/12
菅沼定矩 〃 菅沼定泰 〃 宝永6（1709）4/6
大野定艮 小性組 大野定穏 西丸書院番（青木縫殿頭組） 宝永6（1709）4/6
斎藤正右 〃 斎藤正久 〃 享保4（1719）10/18
依田盛憙 西丸小性組 依田盛紀 西丸書院番（水野河内守組） 宝永6（1709）2/21
山口直救 小性組 山口直倫 〃 享保13（1728）9/13
斎藤総摸 小性組 斎藤総成 西丸書院番（酒井出雲守組） 享保7（1722）2/7
南条俊名 〃 南条俊賢 〃 宝永6（1709）4/6
神忠強 西丸小性組 神忠聴 西丸書院番（戸田遠江守組） 元禄11（1698）8/18






























書院番（7） 武芸/当主（7） 大番組頭 7




























































































































































































































































































































































































































































































No. 家禄 当主の氏名 当主の番入時期等








































































































































































































































No. 惣領氏名 年齢（数え年） No. 惣領氏名 年齢（数え年）
1 深津正尚 35 31 美濃部茂英 19
2 諏訪正倫 26 32 長谷川正直 21
3 小倉正房 28 33 福嶋正武 不明
4 服部保教 25 34 下曽根信一 17
5 近藤正利 44 35 川口長達 26
6 三浦正経 不明 36 佐野某 不明
7 金田正弥 23 37 鈴木政成 29
8 竹田政行 27 38 酒依義武 22
9 山本邑貞 34 39 嶋津久荏 36
10 嶋田直良 36 40 田付景林 22
11 諏訪頼純 28 41 春田直庸 22
12 服部信隆 26 42 天野成政 26
13 中山時庸 23 43 山本雅攄 31
14 深津正峯 20 44 松浦信秀 23
15 彦坂晴允 26 45 松崎忠富 29
16 児玉直等 24 46 松平親精 23
17 佐々正重 22 47 三田伴成 19
18 加藤忠道 26 48 津田信英 28
19 横山知盈 21 49 永田忠方 31
20 深津政孟 49 50 松平近繁 不明
21 山高信蔵 28 51 松下綱平 30
22 堀長寛 26 52 松平康当 23
23 須田盛与 33 53 坂部勝興 36
24 朝比奈勝乗 25 54 塚原昌博 32
25 小長谷政芳 20 55 徳永昌尚 29
26 内藤種丈 31 56 西尾教安 34
27 天野雄好 32 57 御手洗正良 34
28 戸田政珍 25 58 六郷政豊 25
29 大河内忠恒 23 59 佐野仲行 22














































































































No. 惣領氏名 惣領の家の禄高 No. 惣領氏名 惣領の家の禄高
1 深津正尚 700石 31 美濃部茂英 510石余
2 諏訪正倫 400俵 32 長谷川正直 1450石余
3 小倉正房 1200石 33 福嶋正武 500石
4 服部保教 300俵 34 下曽根信一 900石
5 近藤正利 330俵余 35 川口長達 300石
6 三浦正経 800石 36 佐野某 700石
7 金田正弥 1050石余 37 鈴木政成 1000石
8 竹田政行 300俵 38 酒依義武 430石余
9 山本邑貞 300石 39 嶋津久荏 500石
10 嶋田直良 300俵 40 田付景林 300俵
11 諏訪頼純 700石 41 春田直庸 500石
12 服部信隆 1200石 42 天野成政 500石
13 中山時庸 1500石 43 山本雅攄 600石余
14 深津正峯 750石 44 松浦信秀 400石
15 彦坂晴允 600石 45 松崎忠富 500石
16 児玉直等 300俵 46 松平親精 700石
17 佐々正重 200石100俵 47 三田伴成 300俵
18 加藤忠道 600石 48 津田信英 300俵
19 横山知盈 500石 49 永田忠方 300俵
20 深津政孟 500石 50 松平近繁 300俵
21 山高信蔵 1800石 51 松下綱平 500石
22 堀長寛 500石 52 松平康当 300石
23 須田盛与 450俵 53 坂部勝興 300俵
24 朝比奈勝乗 500石 54 塚原昌博 450石
25 小長谷政芳 1000石 55 徳永昌尚 1100石
26 内藤種丈 600石 56 西尾教安 300俵
27 天野雄好 1800石 57 御手洗正良 500石
28 戸田政珍 400石 58 六郷政豊 600石
29 大河内忠恒 750石 59 佐野仲行 3500石








2  400俵 本多久命 本多久時（28）
3  500石 椿井政好 椿井安長（25）
4  500石 榊原秀豊 榊原有秀（23）
5  400俵 小俣敬中 小俣政章（9）
6  400俵 諏訪正晴
諏訪正倫（26）
武芸吟味により番入
7 1480石 筧為照 筧為昇（5）
8  700石 深津正房
深津正尚（35）
武芸吟味により番入
9 300石※200石100俵 横田栄松 横田尚松（16）
10  500石 松崎良時 松崎良純（36）
11  400俵 榊原清庸 榊原久友（13）
12 1000石 荒川匡冨 荒川匡武（年齢不詳）
13 1000石 内藤信安 内藤信就（9）
14  600石 山木正信 山木正篤（6）
15  400石 木村安根　※安益 木村安存（6）
16  300俵 戸川安章 戸川安勝（11）
17  300俵 小笠原正淳 小笠原正方（1）
18 1400石 赤井忠通　※忠道 赤井忠晶（4）
19 3000石 岡部長威　※長臧 岡部威衍（7）
20  600石 疋田正誰 疋田正綱（17）
21  600石 小栗信道 小栗信久（2）
22  500石 曽我助理 曽我某（年齢不詳）
23  300俵 朝倉教周 朝倉勝寿（3）









































No. 家禄 当主の氏名 惣領（年齢）
1  300石 内藤信政　※章重 内藤政植（38）
当主の勤務年数により番入
2  300俵 小林正賀 小林正勝（23）




5 1000石 松平忠陣 松平忠曉（11）
6  600石 久津見息信 久津美息満（13）
7  600石 内藤清賢 内藤清勝（17）
8  300石 西尾教邦 西尾教邦（16）
9  500石 前田定信 前田定儀（23）
10  750石 間宮信之 間宮信命（10）
11  600石 細井勝峯 細井勝美（21）
12 1300石 桜井勝興 桜井依勝（20）
13  300俵 藤堂良帷 藤堂良永（17）
14  400石 戸田政奉 戸田政珍（25）
武芸吟味にて番入




17  750石 大河内忠政 大河内忠恒（23）
武芸吟味にて番入
18  300俵 松平乗芳 松平乗守（9）
19  400俵 内藤光恒 内藤光保（3）
20  600石 長田正武 長田正続（4）
21 1000石 一尾安通 一尾通春（20）
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漱石『門』における能動的知性の回復
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表3　有栖川宮幟仁親王が招待をうけた茶会の亭主と連客
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本多正憲 嘉永 2 年（1849）～昭和12年（1937） 旧安房長尾藩主
橋本実麗 文化 6 年（1809）～明治15年（1882） ―
旧公家
岩倉具視 文政 8 年（1825）～明治16年（1883） 右大臣
橋本実梁 天保 5 年（1834）～明治18年（1885） 宮内省式部権助




福羽美静 天保 2 年（1831）～明治40年（1907） 元老院議官
渡辺驥 天保 7 年（1836）～明治29年（1896） 検事兼議官
寺島秋介 天保11年（1840）～明治43年（1910） 警視庁三等警視
野村靖 天保13年（1842）～明治42年（1909） 神奈川県令
古筆了仲 文政 3 年（1820）～明治24年（1891） 古筆鑑定家
その他
長四郎三 文政 5 年（1822）～明治29年（1896） 豪商
吉田水月尼 文政11年（1828）～明治22年（1889） 茶人
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明治前期の「貴紳の茶の湯」
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Tea Bowls and Cultural Conflict
Dan Peng
Hosei University
Keywords:  Tenmoku tea bowls, Southern Sung, Yohen Temmoku, Taihi Tenmoku, Nogime Tenmoku, 
Yuteki Tenmoku, adoration, challenge, imitating, creativity, Kuroraku, contradiction
Among eight tea bowls that are national treasures of Japan, five were made in the Southern 
Sung period: 3 Yōhen Tenmoku, 1 Yuteki Tenmoku and 1 Taihi Tenmoku.  Why have these Tenmoku tea 
bowls survived and are highly valued in Japan, while there are no Tenmoku tea bowls left in China? 
Are there any differences between the Tenmoku bowls of Japan and in China?  What is the motivation 
of Japanese for seeking the Tenmoku tea bowls?  The reason Tenmoku tea bowls were imported in 
Japan and extinguished in China seems to be cultural heterogeneity between China and Japan: the 
Japanese do not feel a contradiction in recognizing Chinese Tenmoku tea bowls as national treasures, 
because they think such a contradiction itself is characteristic of Japanese culture.  The ambition of the 
Japanese to recreate the Tenmoku tea bowls was based on a background of adoration of, and challenge 
to, Chinese culture.  That is to say, the Japanese accepted the products of Chinese culture, adored them 
and then created new Tenmoku tea bowls of their own in an attempt to challenge Chinese culture. 
Tenmoku tea bowls show consistently an approach that combines adoration and challenge, and, I think, 
the creativity of the Japanese based on such an appproach. Kuroraku was created by the Japanese 
imitating the Tenmoku tea bowls of the Southern Sung period.
Sōryō Ban-iri System
The Departure and Meaning
YOKOYAMA Teruki
Member of Team Research Projects in  International Research Center for Japanese Studies
Keywords:  Tokugawa Yoshimune, shogunate, hatamoto, sōryō, sōryō ban-iri system, bugei, military 
arts, the policy of encouraging bugei, bankata, ban-iri
This paper aims to analyze the sōryō ban-iri system that has not till now been much analyzed. 
This system was part of the political encouragement of bugei (military arts) by Tokugawa Yoshimune 
(1684―1751), the eighth Tokugawa Shogun.  Previous studies revealed that Yoshimune urged 
hatamoto (his bannermen) to strive towards bugei―for example kyūjutsu (archery) and bajutsu 
vi
(horsemanship)―, and to study the old kyūjutsu and overseas horsemanship for training hatamoto. 
These policies were especially favored by Yoshimune.  The political encouragement of bugei existed 
before Yoshimune’s time.  That is to say, these policies were neither permanent; nor were they started 
by him.  In essence, previous studies just insist that the political encouragement of bugei by 
Yoshimune was larger than previous policy.  This paper urges a rethink of earlier research. Sōryō ban-
iri system employs the hatamoto’s eldest son, especially whose father was in bankata (the military 
profession).  On this system, sōryō could take a job in the military profession before inheriting from 
his father’s position.  It was very glamorous system for sōryō.  But the benefit had one condition.  It is 
“how much did he train bugei?,” so sōryō wishing to take a job in the military profession must take 
the skills test of bugei.  On this system, sōryō can take a job in the military profession by other 
condition.  It is his father’s years of service.  But this condition depended on the accident, so it is 
unreliable condition for sōryō.  If sōryō does not take a job on this system, sōryō must expect 
recruitment after inheriting from his father’s position.  But this method is disadvantage.  Because 
sōryō would grow old before inheriting from his father’s position, and waste his chance of succeed. 
Therefore, sōryō must strive to bugei by fair means or foul.  Conferring a institutional favor to sōryō 
striving to bugei, it is the difference from the political encouragement of bugei before Yoshimune, and 
it is a epoch making.
Sōseki’s Mon Restoring an Active Intellect
NOAMI Mariko
Tokyo University
Keywords: memory, Zen Buddhism, Confucianism, Senkōji-Daihikaku
This article attempts to elucidate how Sōseki’s Mon describes a characters’ intellect waking 
through memories.  The hero of this novel, Sōsuke, stole Oyone, the wife of his friend Yasui.  This 
happened six years before the present time of the narrative.  In criticism of this work, it has been 
generally accepted that there is an abrupt leap from a dull and simple life described in the first part of 
the novel to Sōsuke’s sudden commitment to Zen Buddhist practice.  Here, however, I analyze 
Sōsuke’s memories of Yasui from the historical viewpoint of Sino-Japanese scholarship in 
Confucianism and Buddhism.  I then aim to clarify Sōsuke’s leap to Zen Buddhist practice as a matter 
of course.  Yasui understood clearly the tense relationship between Confucianism and Buddhism from 
early modern times to the present day.  This tension can be understood at Daihikaku Senkōji where 
Yasui took Sōsuke.  At that time, this temple belonged to the Ōbaku sect, which had been forbidden 
by the Meiji government to represent itself as the “Rinzai seishu” (The Orthodox Rinzai Sect).  This 
temple has the framed calligraphy of Sokuhi, a notable Ōbaku priest.  Also in this temple is a fragment 
of a poem in Chinese by Fujiwara Seika.  Seika started as a Zen Buddhist priest but later established 
the first Confucian studies movement in Japan of early modern times.  In addition, there exists in this 
vii
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temple a monument that records the fact that Seika had renamed the stones of the Hozu River.  The 
renamed “Sekimon kan” (The Stone Gate) and “Kagami ishi” (The Mirror Stone) are keywords in 
Mon.  Senkōji originally belonged to the School of Kenchōji and Sōsuke made the decision to move 
to Kamakura to practice Zen, as he was vividly reminded of his memory of Yasui at Senkōji. 
“Robber”, mentioned by Yasui, Seika’s renamed “Mon” (the Gate) and “Kagami” (the Mirror) are the 
exact words repeated in the controversy over the orthodox fifth successor that split Zen Buddhism into 
two different sects.  It will be demonstrated that the history of intense religious controversy, which 
might have been clear understood by an intellect like Sōsuke, is reflectively condensed in the story of 
Mon.
Paul Tillich, an Exile Intellectual, and Ariga Tetsutarō, a Theologian in Kyoto
On Paul Tillich’s Die sozialistische Entscheidung (1933) Possessed by Ariga Tetsutarō
FUKAI Tomoaki
Seigakuin University
Keywords:  intellectual history, history of modern theology, Paul Tillich, Ariga Tetsutarō, Nazi book 
burning, emigre intellectuals in New York, religious socialism, Die sozialistische 
Entscheidung, Alfred Protte Verlag
Paul Tillich’s Die sozialistische Entscheidug was judged to be non-German thought, was 
burned, banned, and shredded under Nazi censorship in 1933.  Seventy years later, in March 2009, a 
copy of this book was found among the personal collection of Ariga Tetsutarō, who acted as the Dean 
of the Faculty of Letters at Kyoto University for many years.  The first printed edition of this book is 
extremely rare, although the reprinted edition was published in 1948, widely known, and read.  This 
paper firstly elucidates the route by which this copy reached the hands of Ariga; it utilizes many 
sources including the various information handwritten in this copy by the author Tillich himself and 
the owner Ariga; the correspondence between Tillich and Ariga; the diary of Ariga; unpublished 
documents of Tillich which have been found at Kyoto University Archives; Paul Tillich Archives in 
Andover-Harvard Theological Library, and recently at International House of Japan in Tokyo; and, 
finally documents concerning Alfred Protte Verlag in Potsdam, the publisher of Die sozialistische 
Entscheidung, which was kept in Brandenburgische Landeshauptarchiv.  Secondly, the aim is to 
clarify the role which this book played in the subsequent friendship between Tillich and Ariga. 
Thirdly, this paper examines from the perspective of contemporary history the intellectual exchange 
between Tillich, who was born in Germany and lived in New York as an exiled intellectual, and Ariga 
Tetsutarō, a theologian in Kyoto, who truly received the Western theology for the first time in Japan.
viii
American Philanthropy and the Social Science in Early Postwar Japan
KARASHIMA Masato
The Australian National University, Canberra, Australia
Keywords:  postwar Japan and the US, Rockefeller Foundation, democratic socialism, anti-communist 
liberals
The Rockefeller Foundation (RF), which restarted their philanthropic activities in Japan soon 
after WWII, planned the “reorientation” of Japan in the cultural arena, and tried to modify Japanese 
academia and universities from the German style (“ivory tower”) to an American approach, focusing 
on pragmatic skills.  The RF supported “Anglo-Saxon-Scandinavian” economics (so-called Kindai 
keizaigaku).  Hitotsubashi University was one institution judged suitable for the foundation’s policy. 
American liberals supported Itagaki Yoichi and expected that his visit to the US would promote anti-
communist liberal ideas and theories in Japan.  Thanks to a grant from the RF, Itagaki had the 
opportunity to observe nation building and economic development in Asia and to visit the US and 
Europe in 1957―58.  At Cornell University Itagaki was surrounded by Southeast Asia specialists 
focusing on nationalism rather than development theorists such as at MIT.  Moreover he did not fully 
follow modernisation theory, although he introduced Rostow’s anti-communist theory in Japan soon 
after his trip.  He maintained an interest in dual economies and plural societies in Asia and emphasised 
the impact of colonial legacies.  Itagaki confronted the Americanisation of Japan’s social science with 
his wartime colonial experiences, and promoted democratic socialist groups and initiatives through his 
intellectual and cultural activities in academia and journalism.  However, contrary to the expectations 
of his US supporters and sponsors, some of whom worked with the Kennedy-Johnson government, 
Japan failed to establish an anti-communist social democrat camp capable of taking power and 
exerting a major influence on academic journalism.
Aristocratic Chanoyu in the Early Meiji Era
Tea Culture in the “Diary of Prince ARISUGAWA-NO-MIYA Takahito” and 
the “Diary of HIGASHIKUZE Michitomi”
HIROTA Yoshitaka
Keywords:  early Meiji era, modern sukisha (chanoyu devotees), aristocratic chanoyu, iemoto, popular 
chanoyu, tea offering to the Meiji Emperor, Prince ARISUGAWA-NO-MIYA Takahito, 
HIGASHIKUZE Michitomi, WAKIZAKA Yasuaya, in charge of the iemoto status
Chanoyu entered a period of decline after the Meiji Restoration of 1868.  The world of chanoyu 
in the upper classes, which is called “aristocratic chanoyu,” began a revival after 1877.  Those who 
ix
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led this revival were the so-called “modern sukisha (chanoyu devotees),” namely not only former 
feudal lords and wealthy merchants but also meritorious retainers and officials of the giant financial 
groups emerging during the Meiji Restoration.  This paper overviews the above history by reference 
to the “Diary of Prince ARISUGAWA-NO-MIYA Takahito” and “Diary of HIGASHIKUZE 
Michitomi.”  In 1877, WAKIZAKA Yasuaya offered tea to the Meiji Emperor, and around this time, 
HIGASHIKUZE Michitomi was beginning to enjoy chanoyu and became rapidly involved in it.  He 
often held tea ceremonies and met many aristocratic people.  This socializing through chanoyu seems 
to have involved Prince ARISUGAWA-NO-MIYA Takahito, who personally had enjoyed chanoyu in a 
small group since before the Restoration.  In the early Meiji era, the iemoto, that is, the heads of the 
schools in “popular chanoyu,” did not play a central role.  It was not until the Taisho era that they 
extended their influence.  At that time, successors of “mid- and small-sized schools” who had 
distanced themselves from the world of chanoyu returned to the center stage and became iemoto. 
Some of those chanoyu devotees who maintained chanoyu in the Meiji era were then regarded as 
those who “were entrusted with iemoto status.”
The Lost Chinese Medical Compendium Seng-shen-fang Cited in Wai-tai-mi-yao-fang, and 
a Comparison with Five Ancient Medical Works:
Aspects of Buddhist Medicine as Transmitted through East Asia
TADA Iori
Keywords:  Seng-shen-fang, revise in Song period, Shang-han-lun, Jin-gui-yao-lue, Zhou-hou Bei-ji-
fang, Qian-jin-fang, Qian-jin-yi-fang
This paper is my second work that involes collecting and reconstructing the lost Chinese 
medical compendium Seng-shen-fang.  This time my aim is to explore the Chinese medical 
compendium “Wai-tai-mi-yao-fang” (外臺祕要方 ) of theTang Dynasty.  The forty volumes of Wai-
tai-mi-yao-fang were edited by Wang Tao (王燾, ca. 690―756) in 752.  This medical compendium 
brings together many ancient medical and pharmaceutical works.  But Wai-tai-mi-yao-fang has 
editorial problems.  The Bei-Song (北宋 ) government established “Xiao-zheng-yi-shu-ju” (校正醫書
局 , 1057―1067) in order to revise some main traditional medical books including “Wai-tai-mi-yao-
fang.”  These revisions are called “Song-kai” (宋改 ).  Many traditional medical books were lost a 
condition of Tang Dynasty or before by Son-kai.  Xiao-zheng-yi-shu-ju revised Wai-dai-mi-yao-fang 
in 1067.  In view of these editorial problems, and to trace the revisions, I have here added a 
comparison with five ancient medical works, “Shang-han-lun” (傷寒論 ) and “Jin-gui-yao-lue” (金匱
要略 , ca. 220) complied by Zhang Zhongjing (張仲景 or 張機 Zhang Ji, 150―219) in the Eastern Han 
Dynasty period (東漢 /後漢 , 25―220), “Zhou-hou Be-i-jifang” (肘後備急方 ) compiled by Ge Hong 
(葛洪 ) in the Western Jin (西晉 , 265―316) Dynasty and expanded by Tao Hongjing (陶弘景 ) in the 
Liang (梁 , 502―557) Dynasty, Qian-jin-fang (千金方 , ca. 650―658) and Qian-jin-yi-fang (千金翼方 , 
xca. 659―681) compiled by Sun Simiao (孫思邈 , 581―682) in the Tang Dynasty period.  Through this 
process, we are able to see multiple layers in the transmission of Chinese medicine.
The Study of Gōkan Kaminarimon saiken gozen Asakusanori
Reprint and Introduction
Kang Ji Hyun
Keywords: kusazōshi, kibyōshi, gōkan, Fūjin Raijin mono, Jippensha Ikku
A group called “Fūjin Raijin mono” exists in kusazōshi.  Particularly, Jippensha Ikku was good 
at illustrated storybook in yellow covers (kibyōshi) and “gōkan” of the “Fūjin Raijin mono” with the 
same title called Gozen Asakusanori.  Reprinting is required to investigate the background and mutual 
relations of these works.  Therefore, this paper aims to give reprint and explanatory notes of Gōkan 
gozen Asakusanori (a work by Ikku, illustrated by Andō Hiroshige, 40 pages, 1826).
The 650th Memorial Service of Hōnen
Reprints of Kachōzan daihōe zurokuzen and Chokue gyoshiki ryakuzuzen
JIANG Yingyan/HIRAMATSU Ryuen
International Research Center for Japanese Studies
Keywords: Hōnen, Hōnen Buddhism, Jōdo shū, Buddihism, Gyoki, Tokugawa era
Hōnen who was a Buddhist priest active at the end of Heian era, learned Tendai at Mt. Hiei. 
He attained a high reputation as a monk of great learning on Mt. Hie, but this was not what he was 
seeking.  What he wanted was to find the way of universal salvation, a way through which everyone 
together can attain final liberation in the Pure Land.  He read all of the Buddhist scriptures.  It was 
Shan-tao’s text which finally revealed to him the way of universal salvation.  This way is the practice 
of nenbutsu.  It was Honen who established the nenbutsu as an absolutely independent practice.  In the 
spring of 1175, he founded Jōdo shū.  Hōnen’s teaching attracted many people.  Those who came to 
Hōnen’s center to listen to his teachings included priests and nobles but also warriors, an ex-robber, 
fishermen and even prostitutes.  Hōnen died on January 25, 1212 and Gyōki takes place on this day 
every year to recall his virtue.  The original meaning of Gyōki is a memorial service at the time of the 
death of an emperor or empress.  The imperial family gave authorization to use the word Gyōki for 
Hōnen’s memorial service.  This study aims to clarify the actual situation of Gyōki in the Tokugawa 






Tea Bowls and Cultural Conflict   11
YOKOYAMA Teruki
So―ryo― Ban-iri System
The Departure and Meaning   51
NOAMI Mariko
So―seki’s Mon Restoring an Active Intellect  115
FUKAI Tomoaki
Paul Tillich, an Exile Intellectual, and Ariga Tetsutaro― , a Theologian in Kyoto:
On Paul Tillich’s Die sozialistische Entscheidung (1933) Possessed by Ariga Tetsutaro―
  139
KARASHIMA Masato
American Philanthropy and the Social Science in Early Postwar Japan   155
HIROTA Yoshitaka
Aristocratic Chanoyu in the Early Meiji Era: Tea Culture in the 
“Diary of Prince ARISUGAWA-NO-MIYA Takahito” and 
the “Diary of HIGASHIKUZE Michitomi”   185
TADA Iori
The Lost Chinese Medical Compendium Seng-shen-fang Cited in Wai-tai-mi-yao-fang, 
and a Comparison with Five Ancient Medical Works: 
Aspects of Buddhist Medicine as Transmitted through East Asia   237
Kang Ji Hyun
The Study of Go―kan Kaminarimon saiken gozen Asakusanori: Reprint and Introduction   271
JIANG Yingyan/HIRAMATSU Ryuen
The 650th Memorial Service of Ho―nen
Reprints of Kacho―zan daiho―e zurokuzen and Chokue gyoshiki ryakuzuzen   301
iii
◆所属並びに論文受付・受理日一覧◆
題目 著者 所属 受付日 受理日
〈研究論文〉
国宝茶碗に見える日本文化の矛盾と相克
彭　　丹
法政大学国際日本
学研究所学術研究
員
平成23年
8月18日
平成23年
11月22日
〈研究論文〉
惣領番入制度、その成立と意義
―吉宗期の武芸奨励と関連して―
横山輝樹
国際日本文化研究
センター共同研究
員
平成23年
8月31日
平成23年
11月24日
〈研究論文〉
漱石『門』における能動的知性の回復
野網摩利子 東京大学助教
平成23年
8月31日
平成23年
8月31日
〈研究論文〉
ニューヨークの亡命知識人パウル・ティリッ
ヒと京都の神学者有賀鉄太郎
―有賀鉄太郎所蔵のパウル・ティリッヒ著
『社会主義的決断』（一九三三年）をめぐって
深井智朗
聖学院大学総合研
究所教授
平成23年
2月11日
平成23年
5月6日
〈研究論文〉
戦後日本の社会科学とアメリカのフィランソ
ロピー
―一九五〇～六〇年代における日米反共リ
ベラルの交流とロックフェラー財団
辛島理人
オーストラリア国
立大学博士課程
平成23年
8月31日
平成23年
11月28日
〈研究ノート〉
明治前期の「貴紳の茶の湯」
―『幟仁親王日記』および『東久世通禧日
記』にみる喫茶文化の状況―
廣田吉崇
神戸大学大学院国
際文化学研究科院
生
平成23年
8月26日
平成23年
11月30日
〈研究資料〉
『外台秘要方』所引『僧深方』輯佚（一）
―附、医籍五種（互照萃編）―
多田伊織
京都大学人文科学
研究所講師
平成22年
10月13日
平成23年
5月17日
〈研究資料〉
合巻『雷神門再建御膳浅草法』の翻刻と図説
康　志賢 全南大学校教授
平成23年
7月25日
平成23年
11月16日
〈研究資料〉
法然六五〇年の御忌
―「華頂山大法會圖録全」「勅會御式略圖全」
の翻刻―
姜　鶯燕/
平松隆円
国際日本文化研究
センター
平成23年
8月31日
平成23年
11月25日
ii
『日本研究』投稿要項
 1．刊行の目的　『日本研究』は、国際日本文化研究センター（以下「センター」という）が刊行する日
本文化に関する国際的な学術誌であり、研究の成果を日本にて掲載発表することにより、日本文化研究
の発展に寄与することを目的とする。
 2．募集原稿　原稿の種類は、次のとおりとする。
⑴　研究論文：オリジナルな研究を論文としてまとめたもの
⑵　研究ノート：研究の中間報告、覚書など
⑶　共同研究報告：センターにおける共同研究の成果
⑷　その他：研究展望、研究資料、調査報告、書評等
 3．投稿資格　本誌に投稿することができる者は、次のとおりとする。
⑴　センターの専任教員及び客員教員
⑵　センターが受け入れた共同研究員、外来研究員、特別共同利用研究員並びに総合研究大学院
大学国際日本研究専攻の学生
⑶　外国人の研究者、あるいは海外在住日本人の研究者
⑷　その他、編集委員会が適当と認めた者
 4．執筆要領　原稿の執筆に当たっては、別に定める「『日本研究』執筆要領」を参照のこと。
 5．原稿の提出　投稿する場合は、原稿とその要旨（300語程度の英文及び800字程度の日本文の要旨と
それぞれ10語程度のキーワードを添付のこと）に所定の様式の送付状を添えて編集委員会宛に送付す
る。手書き原稿の場合は、必ずコピーをとっておくこと。デジタルデータの原稿を電子メールで送信し
てもよい。
送付先：〒610―1192　京都市西京区御陵大枝山町3丁目2番地
　　　　　　　　国際日本文化研究センター『日本研究』編集委員会
　　　　　　　　TEL: ＋81― ０75―335―2210
　　　　　　　　e-mail: shuppan@nichibun.ac.jp
 6．原稿提出時期　センターのホームページに掲載（http://www.nichibun.ac.jp/）
 7．掲載の決定　投稿された原稿は、査読委員二名以上の審査を経て、編集委員会が掲載の可否を決定
する。編集委員会は、掲載に当たって最終的に原稿の種類を判定するとともに、著者に補筆や修正を求
めることができる。
 8．著者校正　著者校正は、原則として初校のみとし、誤植等の修正にとどめ、内容上の変更は行わな
い。
 9．献本　著者には原稿掲載誌を3冊、及び抜刷については30部を配付する。
10．論文の二次使用について　他の出版物への転載又は、翻訳・出版する場合には、その旨を編集委員
会に連絡して承認を得るとともに当該論文等に初出は本誌であることを明示すること。
11．掲載論文等のデータベース化　センターは、広く内外の研究者の利用に供するため、本誌に掲載さ
れた論文等をデータベース化し公開する。
※投稿希望者は、「『日本研究』執筆要領」及び「原稿送付状」の用紙を編集委員会に請求してください。
あるいは日文研のホームページからダウンロードすることもできます。
日本研究（NIHON―KENKYU）第45集
平成24年3月30日　初版発行
編集人　伊東貴之
発行人　猪木武徳
発行 大学共同利用機関法人 人間文化研究機構
国際日本文化研究センター
〒610―1192　京都市西京区御陵大枝山町３丁目２番地
電話　075―335―2222　ホームページ　http://www.nichibun.ac.jp
制作 丸善株式会社
〒616―8533　京都市右京区太秦上刑部町10番地
電話　075―863―5321
©国際日本文化研究センター　2012　Printed in Japan
ISSN: 0915―0900
